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研 究の要約
新学習指導要領許教科の 目標 で, これか らの指導の重点が示 された｡ 従来大 切
に してきた指導に加 え ｢算数約倍JB)の さらな る充実｣ ｢表現力の育成｣ ｢活用す
る憶慶の育成｣の 3点が盛祝 された と私は考える｡
t墨l際学力調査や学力 ･学習状況調査の結果に も表れ ている子 どもた ちの課題 を
改善できるよ う,r活用す る単元の閑職｣ ｢筋道立てて襲現す る許数的活動の=
夫｣ をキー ワー ドに,授共づ くりを行った
1 本実践のねらい
今LEIJの学習指導要領の改訂で界教科の目標が
以下のように変わったD ｢茄数的倍軌を通 して,
数億や図形についてV)展礎的 .基本的な知級及
び技能を身に付け,日常の秘史について見通 L
をもち筋道立てて考え,表現する碓 )Jを育てる
とともに,界数的悟軌の炎 しさや教理的な処理
のよさに気付き,進んで生活や
i とする態度を育てる｡｣ (下線節者)
下線部分から改訂の韮点は,r欝数的活動の
さらなる充実J ｢表現力の育成｣ ｢活用する態
度の育成j であることが読み取れるo
算数科の学習は以前からも活用することを大
切に してきたJ しか し,今同o)改訂で軌間され
ているということは.授業者が ｢活用jについ
て再考 していかなければらないと考える｡また.
改訂の趣旨から ｢弟数的活動｣と ｢表現力育
成｣を結びつけて工夫 し授兼実践を行っていか
なければならない｡
今回の実践では, ｢既習事項の活用｣を取祝
して新 しい ｢芥数力 ｣を身につけるとい うこと
をねらいとした｡今回は,身につけている ｢界
数力｣をどのように活用 して課厨を解決 してい
*岡山｣大学教育学部附属小学校
くかということに焦点を当て,｢探究j する芋
智 とはどのような学習かを授業実践を通 して子
どもの姿で明らかに していく｡学習指導草餅改
訂の趣旨にもあるように ｢活用する学習括軌の
充実Jをねらいとしたい0
2 r算故力｣と r活用｣について
(1) ｢算:赦力｣について
私の考える ｢界教力｣tir根拠をもって考え
筋道立てて表現する力｣のことである｡基礎的
･ 基 本的な知識や計算技能も問題解決のために
は大切であるが,そのような知織 ･技能を発揮
しながら問題解決の結果を兄いだ し,評趣に対
する自分の考えを論理的に導き出 したり, 考え
を相手によくわかるように伝えたりすることも
大切に したい｡節数科の大きな命題 とi)いえる
と考える｡
(2) ｢活用｣について
本実践では,6年生とい うこともあり,今ま
で縛得 してきた知織 ･技能や ｢算数力｣を駆使
して問題に取 り組む｡小学校での最終段階であ
るが′J､学校以降の学習や社会や生活における活
用についても考慮 しながら単元冊怨を丁夫 した
り,寮歌的佑助を工夫 した りしていきたいO
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3 指導の工夫
第 6学年の 3学期には新 しく習得する内容は
なく,一般的には今までの復習問題に取 り組む
ことが多い｡以前に比べ,教科i-.:で生活に密若
した内容の間膜やオープンエン ドのLu1%-など子
どもの意欲を喚起 した り,表現力を伸ばそ うと
した りする努力が伺える｡
指導者イ州はどうだろ うか｡数値を変えただり
の習得時 と同 じような問題や計界技能の習熟を
繰 り返 していないだろうか｡そのような樹氷で
は,身につけた力を活用 しようとした り,衷現
ノJを発揮 して問崎に取 り組んだ りしようとする
子 どもは育ちにくいo指導者は今まで♂｣画一的
な樫君から脱却 し,学習指導零細改訂の趣旨に
ふさ.i)しく ｢活用｣に並点をおい/=り, ｢根拠
をもへて考え筋 道立てて寅現すろ力｣を伸ば し
た りする第 6学年 3学期の学習を設定 しなけれ
げならないと考える｡
そこで,本実践では ｢第数力を活用する単元
(JlRH確｣r考えを筋道立てて表現する等敬的所
動の工夫Jをキーワー ドにT夫 していく｡
(1)算数力を活用する単元の開発
Q)問題の工夫
｢昇数力｣すなわち ｢触拠をもって考え筋道
tlてて表現する力｣を高めるために,r活用の
向か う場面を考慮 して作問する｣ ｢説明型の問
題を作成する｣ ｢堀展的に考える余地がある｣
i-い う観点を塵祝 して関越を邸備 した｡
柄用の向か う場面による問題のタイプ
.自分の生活に向か う問題
自分の学習 (他単元や他学年の界 教 ,也
教科や総合,LLJ学校やそれ以降o)早
に向か う間厩
C 社会に向か うr'LFI層
ア.中庭で朝礼をしたいと思います｡ 中底に
子どもや先生が余裕を持って並べられるか
説明 しましょう｡
t解脱】両横の概念 と単位虚あた りの求め方の
活用,面横の放感を発揮させ る聞越 (B型)0
自分なりに長さや人数を調べた り設定 したりし
て根拠を岩見明するFLFl題n場面,広さや人数を変
えるなどの発展型が考えられ るU
ィ.カ レーを作るために材料を買います｡本
日の広告には以下0)ようt亡ス-ノ1--のチラ
シがありました｡家族 6人分のカ レーを作
るには何円かかるか説明 しま しょう｡
4人分のカ レ -ーの材料
カ レールー .･･半箱
肉 ･･ ･- 360g
玉ねぎ ･･ 12工
にん じん ････2本
ジャガイモ ･･･4こ
カレールー ･･･1箱 248円
肉 ･･ ･100g 124円
玉ねぎ ･････1王 60円
にん じん ･･･I4本 180円
ジャカイモ ･･･2こ 82円
【解説】基本の計簡技能 と割 合や比の概念を活
用する間借O生活経験 上よく見られる買い物の
仕方の問題でもある (A型+B型)o無駄なく
自分ur)家族に合わせた材料分の合計が兄いだせ
るか説明 しないといけない｡実際の広告からメ
ニューを決めて材料を買 うなどの発展型が考え
られるO
ク.少年はアヒル とキツネと トウモロコシの
入った袋を持っています｡少年はボ- トに
乗J7て川を渡って向こう岸 Eでアヒノレとキ
ツネと トクモrTコシの入った項を迎ばなけ
ればな りません｡
ボー トには少年の他に 2つまで乗せるこ
とができます｡ しか し,間膜があります｡
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キツネとアヒルだけになるとキツネはアヒ
ルを食べてしまいます｡アヒルとトウモロ
コシだけになるとアヒルは トウモロコシを
食べてしまいます｡
キツネとアヒルと トウモロコシの入った
鵜をすべて無事に向こう岸に遊ぶにために
少年は何回川を渡らなければならないか説
明しま しょう｡
【解説】中学校以降数学での証明など根拠をは
っきりさせながら倫理的に考えること自体がEl
的の間牌 (B型)｡論理の順序を明確にして祝
明させたい｡ボー トに乗せられる数を 1つにす
るなどの発展型が考えられる｡
エ.下のような長方形の紙をたても横も6等
分 し名札を36枚作 りたいと思います｡ 1
cmごとにくざられたさししかありませ
ん｡どのようにすれば36枚の名札ができ
るか説明しましょう｡
｢ 23
30cm
c∩
【解脱】大工道具 ｢さしがね｣の基本的な仕組
みを応用 した間膜 (C型)｡自分の都合のいい
ように数値を変化させて説明 しないといけない〔
発展的に考えにくいので日本や世界の算数を文
化として紹介する資料の畔櫛をする｡
②単元構想の工夫
達成率のよくない間魅のつまずき原助を考等
し精確を改嘗することも大切であるが,子ども
が問題解決 したいと積極的に考え主体的に解決
に取り組む単元を柵憩 したい｡
そのような単元にするためには前項で ｢子ど
もが考えたい問題を工夫 し準備すること｣は述
べた｡加えて, ｢レポー トのせき方や発表の仕
方を考える時間を設定する｣ ｢解決するために
十分な時間が与えられること｣ ｢意見交換 した
り,発展的に考えたりする時間をgRnJ定する｣こ
とが大切であると考えた.そこで,本単元では
以下のような計画にする｡
単元構想 (全 7時間)
第1時 問題アからレポー トのかき方を考
える ･･･ 【本時】
第 2時 問題イの レポー トを作成 し.発表
の仕方を考える
(取外) レポー トの作成
第 3時 レポー トの発表会 (昔見交換)を
する
節4-6時 問題 ク,エのレポー トを考え
て発意する
第 7時 各問題の発展型を考える
(2)考えを筋道立てて表現する算数的活動の
工夫
表現力等の育成芭視の観点から以下のよ )な
学習活動の例示があげられている｡
｢自立的 ･自主的に算数的活動にかかわる｣
｢体験から感 じ取ったことを表現する｣
r事実を正確に球解 し伝達する｣
｢概念 ･法則 ･者図などを解釈 し,説明 した
り活用 したりする｣
｢情報を分析 ･評価 し,陥述する｣
｢裸鹿について構想を立てて実践 し,評価 ･
改善する｣
rお互いの考えを伝え合い,自らの考えや
銀団の考えを発展 させる｣
(新 しい弊数研究 2008 No.447 4月号
｢今月の話題 滑水掃海｣から引用)
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これらの例示は筋道立てて表現する力の育成
にたい-ん参考となるOこれ らをヒン トに,木
幡に段通な自分の考えを筋道立てて表現する算
数的活動をJ夫 したい｡
G)解決した方法や掩果とともに考蕪などをレ
ポー トにまとめる算数的活動
今まで子ともたちは痘時間の学習において自
分の解決方法や結果をノー トに畜いてまとめる
ことは継続 して取り組んでいた｡ しか し,自分
の考察をまとめるレポー トを作成する具体的な
方法については蝉元 レベルとして扱ったことは
ない.そこで,子どもが抵抗感なくレポー トが
かけるように以下の点を留音 して指拳方法を工
夫 していく｡
レポー トを出:く際の留普点
A.｢まず｣ ｢つぎに｣など順庁性を
大切に した吉薬を使用する
B 根拠を明らかに した文革にする
C･図や裁,グラフなど祝見に訴える
資料 も考える
D 開梱の発展型を見通 した考穀をかく
②まとめたことをグループ内で発表 し合う算
数的活動
レポー トをまとめただけでは,書く求職力し
か身につかない.上記の例示に i)ある上うに
｢お互いの考えを伝え合い.自らの考えや娘団
の考えを発展させる｣とい う段階に.iで高めて
こそ牡かな末呪力が身についた と.lSlえ にq).そ
こで. (どもが秤挿的に発表できるように以下
の点を留意して指導方法を工夫 していく｡
話し合 う際の労音点
A 司会者や発破省の役割や留意点を
明記したマニュアルを配布する
B:自分と友だちo)考えu)相迎点や類
似点をメモしながら聞く
4 指導の実際
(1)単元名 いろいろな問題(第6学年)
(2)目 標
○ 間僧に取り組みその解決方法や結果を自
分の考えとしてまとめ発表 し,進んで友だ
ちと昔見交換 したり,問題の数値や条件を変
えて発解的に考えたりしようとする.
0 結果や解決方法を筋道立てて論理的に説
明することができる｡
○ 図形や款の概念,也則計罪の技能,図 ･
表 ･グラフ等のかき方等既得の知識 ･技能
を使って問厨を解 くことができるo
(3)単元の構想(7時間) 前項を参照
(4)指串の実際 (第 3次 第 1時)
〇本時の目標
解決 した問題の解決方法や結果,自分の考蕪
について話 し食 う活動を油 して, レポー トのか
き方を理解することができる｡
〇本時の展開
本時のめあてをつかむO
⑤ r7.1題アを提示 し,開腹a)特徴や越音を詩趣
にすることで,解決方法や結県をわか りやすく
文Ltil-でまとめろことが大切であることに気づき
やす くする､
後 日確表全をすることを伝え,相手にわかV)
やすく伝えるにはどうしたらよいか話題にする
二L･で, ｢和 下が納得できる説nJJ耳に しよう｣
とい うめあてを投'T=するi.
間匙け を梶示するO (F･どもにはプ リン ト
を配和)
ア.中庭で御礼をLたいと思います,中庭 に
子 どもや先生が余裕を持って誰べられるか
T この間撰文を見て ください｡いつもの間膜
と少 しちがい上すねo
C 数がない｡
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C 学校の中庭が間鷹になっている｡
T 何が尋ねられていますか｡
C 何人かの人が中庭に池べられるかです｡
C ちょっとちがいます.此べ られるか脱明 し
ましょうだから,説明できないといけない
と思います｡
T なるほど.説明 しましょうと指示があるの
で相手に伝えることを前提に しないといけ
ませんね｡ どのように説明すると分かりや
すくなりますか｡
C 凶を使 うと分か りやすいです｡
C 理由をはっきり習くと分か りやすくなりま
す｡
T そ うですね0回を使ったり,理由をはっき
りさせて自分の考えを番いていかないとい
けませんね｡説明を受けた人が分か りやす
く納得できるよ うにiLtいていきましょう｡
c 数が寮いてないから税明できないと思 うの
ですが ･･･
T そ うですね｡だから.廊下から中庭の方を
見た り,見当をつけたりして自分で予想 し
てTさい.全校児竜と先生の合計はどのよ
うに予想 し壬すか｡
C 800ぐらいじゃないか しら｡
C 750だと思 うよ｡
T どうしてそ う考えたのですか.
C 出欠射板で子ともの数を見たことがあるか
らです｡
T なるほど.Aさんのように自分の経験を生
かして予想するって大切なことだと思いま
す｡みなさんも自分の経験 と照 らして考え
てみてください｡
(中庭の広さなど予想する)
間勉を解き,自分の考察をかくo
⑤ 中庭の広 さや全校児鼓の人数,並び方等を
どのように決めろか話越にすることで,自分な
りの見通 しをもちやすくする｡
自分の考えを相手に伝えるのにわかりやすい
方法はないか問いかけることで,文章だけでな
く図も使って考えをまとめることを共通理解 し
ておくo
T では,みんなが考える前にもう少 し予想を
聞いてみ ELようo中庭をどれ くらいの広
さと予想 し毛したか｡
C 縦が 25m,横が 20mと予想 しました｡
C ぼくは縦が30m,横が 25mと考えまし
た｡
T 並び方を考えた人はいますか｡
C 男女 1列ずつで前半分に低学年,後ろ半分
に高学年と考えました｡
T なるほど｡始業式など体育館での聴び方に
似ていますねO 自分の経験を生か していま
すね｡では,これから説明を考えていくの
ですが少 しの間,廊下から中庭を見てもい
いことに します .友達に迷惑がかからない
よう上手に見当をつけましょうO
(自力解決をする)
解決方法や結果,根拠について話 し合い.
㊤ 解決方位を発表 し. ｢何がどのよ･-)にかか
れているか｣全体で循 し合 う｡
その際,使われている言葉や式など自分の考
えとの柏遠点や類似点を発表 させるようにする
T では,自分の考えを鋭明 してください｡
C まず,中庭はだいたいたて25m俄20m
の長方形だと考えると,全校児藍 と先生方
でおよそ800人なので ･･･25×20
÷800-1人あたり5/8mlです.つぎ
に,5/8m2は 6250cnfだから,1人の
並ぶスペースはおよそたて 100cm横 6
0cmの長方形になりますOだから,全員
が並ぶのに 卜分だと考えました｡
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T Bくんの考えを少 しずつ盤理 していきまし
ょう｡ 中庭の広 さをどう予想 したのかなC
(板志 しながら子どもの考えを整理する)
C たて 25m横 20mと考えて 500m2と考
えていま したu
T 人数はどう予想 したのかな.
C 800人です｡
T 広さと人数でどのように考えたのかなo
c 広さを人数で割って 1人あた りの広さを出
していますo僕 も同 じように 1人あたりの
広さを出 して並べるかどうかを考えたから
よくわか りま した｡
C 1人あた りをさらにくわ しく考えていま十｡
1人あた りの広 さを長方形の大きさで表 し
て自分の体を割って余裕があるか どうかを
考えていました｡
C 同 じLtうに 考えたけど供は長方形にJfで考
えませんで した_
(以後省略)
レポ- 卜の書き方を考え,まとめをする】
◎ レポー トの音味や形式を知 らせ,板市の中
で大切な言頻を押さえ, ｢レポー トのかき方｣
と木時に考えた説明とをつなげて考えやす くす
/.17 .,
T 今 日の上 うな問越で白/T)の考えを説明する
とき,大切なことがいくつかあ りま したね什
このよ うに調べて自分の考えをまとめたも
のを rレポー ト｣ と言います｡聞いたこと
ありますか｡
C (うなず く)
T 今 日みなさんが説明 した叫=こもレポー トの
哲き方で大事な点がいくつかありま した∩
どんなことだったで しょうか｡
C 図などを使って分かりやす くすることですr
C 理由もはっきりと番かないといけないと思
います｡
C 順序よく説明することも分か りやす くする
ために必要です｡
(以後省略)
5 本実践の省察
(1)成果
｢活用｣について
活用 され'/I-_既習事項や考え方を本時ごとに調
べていくと.四則計算や弔辞などの盛礎的な知
職 ･技能とあわせて単位凪あた りの考えや 平均
など中学校につながる力が発揮されていたヰど
もが数多く見 られたO
また,順序よく説明 しようと言額の使い方を
考えたり,図を使って式の意味や理由を分か り
やす く表そ うとした り ｢根拠をもって考え筋追
立てて表現する力｣-｢詐欺力｣を発揮 した子
どもも数多く見られた｡
｢何がどのように活用され るか｣考え陪-1宙や
単元榔恐を工夫 した成果が見 られたと考える｡
(2)課榎
本芙戦では, 6年生 3学期 とい うタイ ミング
で ｢活用｣とい う視点から取 り組んだG 今後,
1- 5年生の各学年における発達段階で上り詳
細に ｢根拠をもって考え筋道立てて表現する
力｣を明確に し,活用 して探究する嘩元を閑雅
していきたい｡
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